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議會 (くわい)に於 (お)いて衆 (しう)議院 (いん)議員 (ゐん)中 (なか)島 (じま)彌 (や)團 (だん)次 (じ)氏 (し)の今 (こん)次 (じ)支 (し)那 (な)事 (じ)變 (へん)に於 (お)いて示 (しめ)したる朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)の特 (とく)殊 (しゆ)性 (せい)に對 (たい)して何 (なに)か異 (ことな)れる政策 (せいさく)を以 (もつ)て臨 (のぞ)むべきではないかと云 (い)ふ質問 (しつもん)に對 (たい)して、小磯 (こいそ)拓相 (たくそう)や、大 (おお)野 (の)政 (せい)務 (む)總 (そう)監 (かん)は交々 (こもごも)皇 (こう)民化 (みんか)と云 (い)ふ言葉 (ことば)を以 (もつ)てこれに答 (こた)へた。即 (すなは)ち、朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)は今 (こん)次 (じ)事 (じ)變 (へん)に於 (お)いて、能 (よ)く皇 (こう)民 (みん)的 (てき)愛 (あい)國 (こく)心 (しん)を發 (はつ)露 (ろ)したし、また政府 (せいふ)に於 (お)いても、朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)の皇 (こう)民 (みん)化 (か)を以 (もつ)て政策 (せいさく)の根幹 (こんかん)としてゐると云 (い)ふのである。そして、それは即 (すなは)ち南 (みなみ)總 (そう)督 (とく)の内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)のスローガンであつて、今 (こん)後 (ご)永 (えい)遠 (えん)に續 (つゞ)くべき政 (せい)策 (さく)である。
　大 (おお)野 (の)政 (せい)務 (む)總 (そう)監 (かん)は、議 (ぎ)會 (くわい)での質 (しつ)問 (もん)に對 (たい)し、今 (こん)年 (ねん)度 (ど)の志 (し)願 (がん)兵 (へい)募 (ぼ)集 (しう)成 (せい)績 (せき)を以 (もつ)て、半 (はん)島 (とう)人 (じん)の愛 (あい)國 (こく)心 (しん)の程 (ほど)を示 (しめ)された。即 (すなは)ち三千名 (めい)の定員 (ていゐん)に九萬人 (にん)近 (ちか)くの應 (おう)募 (ぼ)者 (しや)があつたことである。このことは何 (なに)よりも雄 (ゆう)辨 (べん)に朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)の國 (こく)民 (みん)的 (てき)意 (い)識 (しき)を説 (せつ)明 (めい)するものである。
　今 (いま)や朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)の唯 (ゆゐ)一の進 (しん)路 (ろ)は、皇 (こう)民 (みん)化 (か)であつて、これも政 (せい)府 (ふ)も民 (みん)衆 (しう)も俱 (とも)に一致 (ち)するところである。さて次 (つぎ)はその實 (じつ)現 (げん)手 (しゆ)段 (だん)であるが、それに就 (つ)いて拓 (たく)相 (そう)と政 (せい)務 (む)總 (そう)監 (かん)との答 (たふ)辨 (べん)を綜合 (ごう)すれば、指 (し)導 (どう)的 (てき)教 (けう)育 (いく)の一語 (ご)に盡 (つ)きるもののやうであり、そしてその教 (けう)育 (いく)は學 (がく)校 (こう)教 (けう)育 (いく)の普 (ふ)及 (きう)と精 (せい)[動 (どう)]聯 (れん)盟 (めい)を通 (つう)じての教 (けう)育 (いく)にあるやうである。鹽 (しお)原 (はら)學 (がく)務 (む)局 (きよく)長 (てう)は昭 (せう)和 (わ)十七年 (ねん)頃 (ごろ)までに、學 (がく)齢 (れい)児童 (じどう)の六割 (わり)を収容 (しうよう)するまでに、初 (しょ)等 (とう)學 (がく)校 (こう)を擴 (くわく)張 (ちやう)し、昭 (せう)和 (わ)二十五年 (ねん)頃 (ころ)には義 (ぎ)務 (む)教 (けう)育 (いく)の實 (じつ)現 (げん)を見 (み)るだらうとの確 (かく)信 (しん)を、再 (ふたた)び言 (げん)明 (めい)された。又 (また)精 (せい)動 (どう)聯 (れん)盟 (めい)の方 (ほう)では、本 (ほん)年 (ねん)度 (ど)より各 (かく)郡 (ぐん)に人 (じん)員 (ゐん)を配 (はい)置 (ち)し、四百六十萬の愛 (あい)國 (こく)班 (はん)員 (ゐん)の積 (せつ)極 (きよく)的 (てき)訓 (くん)練 (れん)に當 (あた)らしめることになつてゐる。これによつて觀 (み)れば、今 (こん)後 (ご)十ケ年 (ねん)を期 (き)して、朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)の皇 (こう)民 (みん)化 (か)を完 (くわん)成 (せい)せんとする計 (けい)劃 (くわく)と推 (すい)斷 (だん)すべきである。
　一方 (ぽう)に於 (お)いて、朝 (てう)鮮 (せん)特 (とく)別 (べつ)志 (し)願 (がん)兵 (へい)の募 (ぼ)集 (しう)が、第 (だい)一年 (ねん)四百名 (めい)、第 (だい)二年六百名 (めい)より第 (だい)三年の本年度 (ほんねんど)には一躍 (やく)三千名 (めい)となり、鹽 (しお)原 (はら)訓 (くん)練 (れん)所 (しよ)長 (ちやう)の談 (だん)によれば次 (つぎ)の年度 (ど)よりは定 (てい)員 (ゐん)を一層 (そう)増加 (ぞうか)して、向 (かう)後 (ご)四五年後 (ご)には事 (じ)實 (じつ)上 (じやう)徴 (ちよう)兵 (へい)と異 (ことな)らざる程 (てい)度 (ど)に擴 (くわく)張 (ちやう)すると云 (い)はれてゐる。
　義 (ぎ)務 (む)教 (けう)育 (いく)は成 (な)り、徴 (ちよう)兵 (へい)令 (れい)實 (じつ)施 (し)を見 (み)れば、氏 (うじ)制 (せい)度 (ど)の確 (かく)立 (りつ)[と]相 (あひ)俟 (ま)つて朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)は完 (くわん)全 (ぜん)に皇 (こう)民 (みん)化 (くわ)されるのであつて、その見 (み)通 (とほ)しは已 (すで)に明 (めい)瞭 (れう)に附 (つ)いてゐると云 (い)はねばならぬ。殘 (のこ)るところは朝 (てうう)鮮 (せん)人 (じん)側 (がわ)に於 (お)ける誠 (せい)意 (い)と努 (ど)力 (りよく)如何 (いかん)である。言 (いひ)換 (か)へれば國 (こく)家 (か)に於 (お)いては朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)に對 (たい)して、その皇 (こう)民 (みん)化 (くわ)のための、あらゆる努 (ど)力 (りよく)をしてゐるのに對 (たい)して、朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)自 (じ)身 (しん)は感 (かん)激 (げき)と熱 (ねつ)誠 (せい)とそして自 (じ)發 (はつ)的 (てき)努 (ど)力 (りよく)を以 (もつ)て酬 (むく)いなければならない。こゝにのみ朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)の幸 (こう)福 (ふく)と光 (くわう)榮 (えい)があるのである。
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